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1， はじめに

　衛 星搭載 マ イクロ 波放射 計 の 降水 強度推 定 ア ル ゴ リ

ズ ム に お い て 、海岸線付近 や小 さな島は
一
海岸城」と分

類 され る 。 海岸 の 領域で は、マ イクロ 波放射 計 の 瞬 時視

野角 （FOV ）内に、放射 特性 の 異 なる海 面と陸面が混在

して い るため、海上、もしくは 陸上の み の 降雨判定 より複

雑な判定条件が 必要となる．Gtobal　SaLellite　Mapping 。f

Precipitation（GSMaP ）ア ノレゴ リズ ム （Kubota 　 et 　 a　1．2007 ）

で は 、
McCollum 　 and 　 Ferrar。 （2005）の 手 法をもとに 、

TRMM 衛星 の マ イクロ 波放射計と降水 レ
ーダ （PR ）の 同

時観 測を利用 して 改 良 した手法を開発 した。しか し、気

象庁解析雨量を 用 い た検証結果 （Kubota ・et　a1，2009）で

は 、海岸域や島で 精度が悪くなる特徴が示 され て お り、

海岸域 ア ル ゴ リズ ム の さらなる改良が必要 で ある。

　近年、イメ
ー

ジャ チ ャ ンネル に 加 え て サウン ダチ ャ ンネ

ル を搭載 したマ イクロ 波放 射計が開発 され て い る。例 え

ば 、SSMIS は DMSP 　FI6 〜F 玉8 の 3 台 が す で に観測 中で
、

また 2013 年打ち上げ 予 定の 全球降水観測計画 （GPM ）

主衛星 に搭載され る GPM マ イ クロ 波放射計 （GMI）も計

画され て い るcTurk
　et 　al．（2006）は、150GI−lzの 輝度温

度分布 で は 、大気 中の 水蒸気の 吸収 が増加す るこ とで 、

海 陸 の 背景放射 の 違 い が 見えなくなるこ とを示 L
、 海岸

で の降水推定に 150GHz の 輝度温度が有用 で あることを

提案して い る。GM ［や SSMIS の ようなマ イクロ 波放射計

に は 、150GHz の ようなサウン ダチ ャ ン ネル を利用 す る手

法 が考えられ る の で 、そ の 利用 叮能性を検討する。

2， 150GHz チャ ンネル の利用に向けて

　まず、SSMIS と TRMWPR が 時間差 10 分 内で 交差す

る事例を 2008 年 1・7 月 の 期 間で 探 し、22 事例 を 得 た，，

本研究で は TRMM ／PR を真値として SSMIS の 海岸域の

ア ル ゴ リズ ム 開発 を行う。 次に 、 Shige　et　a［．（2009）で提案

して い る Scattering［ndex （SD の 利用可能性 につ い て 検

討 した 。 SIは、　SI＝（Tb91 − LUT91）　一（Tbl50 − LUT 工50）

で 定 義 し て い る。こ こ で 、
“
Tb

”
は観測 輝 度 温 度で 、

“
LUT

”
は 放射 伝達 計算 に お ける海上 の 降水 量 0

［Inm ／h］の 輝度温度を示す。数字はチ ャ ン ネル の 周波数

（G 日z ）で ある 。 図 ⊥は、横軸を 「Tb150 − LUT1501 、縦軸

を 「
「
rbgl − LUT91 」として 、海岸域 で 両者 の 関係 を示 し

た図 で ある。 図から、降雨無しの 事例で は、SI＜0 が多く、

降雨有りの 事例 で は、SI＞0 が多 い
。 しか しそ の 関係 に 当

て はまらな い 事例もある。また図 2 は降雨有無を区別し

た 場合 で の Scaしtel・ing　lndex の 頻度分布 で ある。降雨有

りの 事例 で は、SI＞0 が多い は確認 で きるが、Slが 0 付 近

で 降雨有りの 事例と降雨有りの 事例が混ざっ て お り、こ

の ような事例 に お ける降雨有無の 区別 が 課題 となるこ と

が 予 想 で きる。次 に 実際に SI＞O を降雨有 りの 条件 として 、

ア ル ゴ リズ ム に組み込み 、 既存 の 手法 との 比較を行っ た 。

既存の 手法で ス レ ットス コ ア が 、O．60 に 対 して、　SI＞0 の み

を降雨判 定条件 とした場合、0．55 と少 し減少 した。他 の

統計 変数を確認 した 結果 、
SI＞0 の 手法 により、見逃しが

減 っ た
一

方、空振りが 増え、そ の 結果 として ス レ ッ トス コ

ア の 減少 につ なが っ て い るこ とがわか っ た。SIが 0 付 近

の 分類が課題 で あ り、現在は 他の チ ャ ン ネル を併用 して

利用す るこ とを検討 し て 開 発 を進 め て い る。
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図 1：海岸域に お け るTRMM ／PR で 降雨有無 を分類した

事例で の 150GHz と91GHz の 輝度温度 の 関係 。 （左 ）降

雨無しの 事例 。 （右）降雨有りの事例 。
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図 1：海岸域にお けるTRMM ／PRで 降雨有無を区別した

場合で の Scatteiing　lndexの 頻度分布。実線 （＋）は降雨

無しの 事例 。 点線（○）は降雨有りの事例。降雨有無 の

そ れ ぞ れ の 個数で 頻度を規格化して い る 。
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